
 
 
 
 
 
                      
                             
 
 
 
 
 
 
                                               
 
 
 
 
 
 
                                                                                
 
 
                
 
                          
 
 
 
 
 
 
 
             
         
 
 
 
 
 
             
            
                           

城
南
公
民
館
だ
よ
り

　

日
（
木
）
８
時

分
～ 

18

30

が
ん
検
診 

日
（
金
）

時

分
～ 

19

18

30

公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

日
（
金
）

時

分
～ 

26

18

30

社
会
教
育
部
長
会 

９
月
の
行
事
予
定

月
の
行
事
予
定 

10

日
（
水
）

時

分
～ 

1

13

30

 
 

　

公
民
館
講
座
代
表
者
会
議 

日
（
木
）

時

分
～ 

2

8

30

 
 
 
 

生
き
が
い
教
室 

　
　
　
　

《
津
和
野
・
徳
佐
方
面
研
修
》 

日
（
日
）

時

分
～ 

12

7

30

ツ
ツ
ジ
の
草
刈
り
《
今
年
最
後
》 

日
（
日
）

時

分
～ 

18

8

30

公
民
館
ま
つ
り
準
備 

　

日
（
日
）

時
～

時 

19

9

14

　

８
月

日(

日)
時

分
よ
り
３
回
目
の
ツ
ツ
ジ
土
手
の
草
刈
り

17

7

30

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
役
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
、
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
く
ず
の
ツ
ル
が
生
い
茂
り
草
刈
り
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
な
か
、

皆
さ
ん
汗
だ
く
だ
く
で
、水
分
を
取
り
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。終
了
後
、

ス
イ
カ
の
差
し
入
れ
（
塩
見
様
よ
り
）
が
あ
り
、
み
ん
な
で
戴
き
、
生
き

返
り
ま
し
た
。 

暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

　
　
　
　
　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月

日
（
土
）
城
南
小
の
児
童

名
が
夏

23

１７

休
み
の
思
い
出
に
、
焼
き
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。 

美
土
里
陶
房
の
藤
井 

優
子
先
生

（
他
１
名
）
の
指
導
の
下
、
思
い
思
い
の
陶
器

造
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
説
明
を

聞
い
て
い
た
子
ど
も
達
、
工
夫
し
な
が
ら
丁
寧

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
色
づ
け
作
業
、

初
め
て
の
体
験
で
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

城
南
公
民
館
ま
つ
り

第

回
4５

お
待
ち
し
て
い
ま
す
★



                                                                             
 
                                       
 
                                                            
                  
                                                                                                      
 
                                                     
 
                                                                                                      
                                                           
 
 
  
 
 
                                            

　

本
年
度
の
防
災
訓
練
は

月

日
（
日
）

時
よ
り
城
南
公
民
館
に
お
い
て
「
城
南
地
域
自
主
防
災
会
役

9

7

10

員
」・「
各
自
治
会
班
長
」
さ
ん
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
城
南
地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
啓

発
、
研
修
、
訓
練
を
目
的
と
し
た
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

啓
発
、
研
修
で
は
田
布
施
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
森
永 

敏
」
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、｢

城
南
地
域
の
防

災
に
つ
い
て
、
予
想
さ
れ
る｢

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
よ
う｣

と
題
し
て
、
各
人
が
心
が
け
る
問
題
点
の

対
策
と
し
て
、
①
在
宅
避
難
に
備
え
て
、
耐
震
工
事
や
耐
震
補
強
、
家
具
の
固
定
・
配
置　

②
物
流
が
途
絶
え
、

物
資
が
不
足
す
る
た
め
、
備
蓄
品
（
食
糧
・
消
耗
品
）
の
準
備
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
を
取
り
入
れ
、
日

頃
か
ら
習
慣
づ
け
る
こ
と
③
災
害
に
よ
り
交
通
網
が
遮
断
さ
れ
た
と
き
救
援
隊
が
来
な
い
の
で
、
日
頃
か
ら

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り｢
共
助｣

の
輪
（
和
）
を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
田
布
施
町
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
、「
坂
本
町
民
福
祉
課
長
補
佐
」
及
び
「
森
総
務
課
長
」
に

よ
り｢

要
配
慮
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

｢

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン｣

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
の
質
疑
応
答
で
、
地
域
全
体
で
の
声
か
け
の
大
切
さ
・
家
屋
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
把
握
し
て
お

く
必
要
性
・
個
人
情
報
も
大
切
で
は
あ
る
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

講
演
を
聴
い
た
後
、
災
害
時
（
停
電
）
を
想
定
し
、
自
主
防
災
会
備
品
の
発
電
機
３
台
を
活
用
し
た
停
電
時

の
生
活
用
水
確
保
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
暑
い
中

名
近
い
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
各
地
区
に
お

70

い
て
今
後
に
役
立
つ
有
意
義
な
防
災
訓
練
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

 

月

日
（
木
）「
歌
と
ギ
タ
ー
演
奏
と
田
布
施
町

8

21

の
話
し
（
の
り
ー
ね
）
」
を
川
添
俊
樹
副
町
長
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
童
謡
や
懐
か
し
い
昭

和
の
曲
か
ら
令
和
の
曲
ま
で
幅
広
く
演
奏
し
て
い
た
だ

き
皆
で
一
緒
に
歌
い
、
そ
し
て
笑
い
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
さ
な
が
ら
の
ス
テ

ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　


